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サファヴィ一朝年代記と
トルコ暦(十二支)の導入

後 藤 裕加子

はじめに

I 行政文書における十二支年の使用

H サファヴィー朝年代記へのトルコ暦の導入と叙述形式の変遷

1)タフマースプ時代の年代記とトルコ暦の導入

2 )アッパース 1世時代の年代記

3 )サフィー 1世時代以降

皿 サファヴィー朝の年代記作家たち

おわりに

はじめに

西暦13世紀に広大な領域を支配したモンゴルは，諸地域の社会や丈化に大き

な影響を及ぼした。イスラームが優勢であったイラン北西部を中心とした地域

でも，イル・ハーン朝の支配が約百年にわたり続いたことで，さまざまな非イ

スラーム的要素が持ち込まれた。

このような例のひとつに，サファヴイ一朝の年代記でトルコ暦(副 iturkI) 

と称される，十二支に基づく暦の導入がある O イスラームではマディーナへの

遷都が行われた西暦622年を元年とする太陰暦のヒジュラ暦を採用し，歴史叙

述や丈書などの公的な書類は全てヒジュラ暦で記録された。イル・ハーン朝の

支配領域は，同地域定住民の主要言語ベルシア語の文化圏と大きく重なり，こ

の地域ではすでにイスラームの学術用語であるアラビア語に代わり，ベルシア

語による歴史叙述の伝統が確立されていたが，この歴史叙述においても諸事件

はひき続きヒジュラ暦で記録された。しかし，世界史『集史』など，イル・
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ハーン朝のいくつかの年代記では，ハーンの即位などモンゴル政治史に関わる

重要な事件の日付の記録に ヒジュラ暦と併用して十二支(ウイグル暦)の使

用が認められる111。

イル・ハーン朝時代の歴史叙述における十二支の使用を研究した Melville

(1994) によれば，イル・ハーン朝時代の歴史叙述にウイグル暦が導入された

のは，そもそもモンゴル帝国中心部で中国起源の暦を正式な暦として使用して

いたからである O 中央部での主要な諸事件は十二支で記録，または口伝された

ので，ヒジュラ暦で年代を区分し，叙述するベルシア語の世界史叙述の一部と

して「モンゴル史」を組み込むために，十二支の日付をヒジュラ暦に換算し，

双方を併記する必要があった(21。

イル・ハーン朝の滅亡により，ベルシア語歴史叙述において，諸事件を十二

支で記録するという慣行は下火になる。そもそもベルシア語歴史叙述にはアラ

ビア語歴史叙述のような厳格な編年形式への志向はなく (Melville(2004)， 349)， 

15世紀末までにヒジユラ暦の編年形式で著された歴史書の数も多くはない(針。

だが，イル・ハーン朝の支配の中心地アゼルパイジャン地方を足場に， 16世紀

初めに統一政権を樹立したサファヴィー朝の時代 十二支年(トルコ暦)を使

用した編年形式の歴史叙述が行われるようになる O そしてヒジュラ暦との併記

は保持しつつ， トルコ暦優先の編年の歴史叙述形式が主流となっていく O

サファヴィ一朝時代のトルコ暦の特徴は，十二支年を使用するという点と，

ウイグル暦の年始とのずれの 2点が挙げられる。つまり，モンゴル時代には立

(1) 欧米の研究は，ウイグル経由で導入されたモンゴル時代の十二支暦を Chinese
Uighur calendarと呼ぶ。本稿ではサファヴィー朝時代のトルコ暦と区別するため，
これをウイグル暦とする。

(2) Melvilleはイル・ハーン朝の支配者が天文学を支援し，暦法の発展に寄与したこ
とや，ウイグル暦とヒジュラ暦の換算に使用する天文表(zIj)の存在を強調してい

る。『集史』における十二支の使用は「モンゴル史Jと「イル・ハーン朝史」の約
80例に限られるが， Melvilleはウイグル暦をヒジュラ暦に換算した例において換算
が概ね正しい一方で，もともとヒジュラ暦で記録された出来事が十二文年に逆換算

された場合(その場合， ヒジュラ暦が十二支年より先に記載される)には，換算に
しばしば間違いがあることも指摘している。

(3) イル・ハーン朝時代の歴史書のうち，ヒジュラ暦編年形式を採用し，かつ十二支

年を併記した年代記は『ウルジャイトゥ史』のみである (cf.Melville (2004)， Table 
1)。
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春日月下旬から 2月上旬頃)にあった十二支年の元旦が，ベルシアの土着の丈

化と折衷し，春分の日にあたるノウルーズを元旦とする独自の暦法へと変化し

た(41 Melvilleはテイムール朝年代記の記述から， 14世紀末までにウイグル暦

の元旦がノウルーズの日になっていたとし，恐らくはイル・ハーン朝時代の

701 (1302)年にノウルーズを元旦とする太陽暦のハーン暦が導入されたこと

が，ノウルーズがトルコ暦の新年元旦となる契機となったとする (Melville

(1994)， 93円。しかし，ハーン暦を使用した現存丈書は，ほほ14世紀半ばすぎま

での数例に限られる上，ハーン暦での年数のみが記載され，十二支年や月名の

記載はない(61 ハーン暦の導入がノウルーズを元旦とする暦の使用の契機にな

った可能性は高いが，ハーン暦と十二支年との関係は確認できないままである O

第3章での引用にもみられるように， トルコ暦は別名ジャラーリー暦とも称さ

れる。セルジューク朝時代に制定された，ノウルーズを年始とする太陽太陰暦

ジャラーリー暦と十二支年が直接結びついた可能性も否定できない。いずれに

せよ， Melvilleが言及しているように，立春の日に新年を祝う慣行も残ってい

たティムール朝時代は，立春始まり，ノウルーズ始まりのふたつの暦法が複雑

に共存する，過渡期だったといえよう O

著者は別稿において，サファヴイ一朝が中央集権化を目指す過程で，王権を

アピールする手段のひとつとして，第2代タフマースプ時代後期にベルシア起

源のノウルーズの祝祭を宮廷行事として催すようになったことを検証した。ま

た，そのなかで年代記などの歴史叙述が，ノウルーズを元旦とする十二支年で

見出しを立てた編年形式を採用するようになっていったことについても指摘し

(4) 太|食太陽暦の中国の!替では，元旦は太陽が黄経315度にある円(立春)で， 13-14 

世紀にはユリウス暦 1月下旬， 1396年は 2月10日にあたった (Mel羽H巴 (1994)，84， 
97)。

(5) Melvilleによればハーン暦は財務上の問題を解決するためにガザンの改革のひと
っとして導入された暦で，ノウルーズに始まり， トルコ語の月;('，を持つという

(cf. Herrmann (2004)， 104)0 Hamd Allah Mustaufi， 1415の記述によれば，財務の
みでなく，任免，解任なども新暦での処理が意図された。

(6) ハーン暦を使用した現存文書例は， Herrmann (2004)， X， XI， XVII， XIX， XXIV。
ハーン暦の記載は文書のテキスト内のみで，文書の発行日はヒジュラ暦に基づく。

ハーン暦と十二支年が併記された現存文書は，ほぼ一世紀後のカラ・コユンル朝時

代の859(1455)年の一例に限られる(表1参照)。
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た。

200年を越えるサファヴィー朝時代には数多くの年代記が書かれ，主要な年

代記作家やその著作については個別の研究が豊富に存在する。また近年では先

行王朝の歴史叙述の伝統との連続性と独自性を明らかにした Quinn(2000)の

研究があるが，サファヴイ一朝の歴史叙述における十二支年(トルコ暦)の導

入については， McChesney (1980)が『アッパース大帝史』のトルコ暦につい

て個別に論じた以外，その重要性について指摘し，総合的に考察した研究はな

い。本稿ではノウルーズを元旦とするトルコ暦が公的な暦法としてサファヴ

ィー朝で使われるようになっていくまでの経緯，またその歴史叙述への導入の

意図や担い手について明らかにすることを目的としている O

I 行政文書における十二支年の使用

暦法改革は社会制度の諸分野に影響を及ぼす。宮廷行事としてのノウルーズ

の導入におけるサフアヴイ一朝とムガル朝の類似性については別稿ですでに指

摘したが，ムガル朝の場合，暦をめぐる第3代アクパルの改革は一時に行われ，

起源や変更点が明確である O

アクパルは兄弟の反乱を平定した後の1582年に戦勝祝いとしてノウルーズの

祝祭を開催し，第 6代アウラングゼーブが異教の儀礼との理由でこれを廃止す

るまで重要な宮廷行事であった。 2年後の1584年にはノウルーズを元旦とする

イラーヒー暦が採用され 1556年のアクパルの即位年にまで、遡って適用された。

イラーヒー暦の使用は『アクパル大帝史J(Akbar-抑制ah)などの年代記の編年

体の叙述形式のみならず，文書の発行日，貨幣の鋳造年月にまで及んだ。年は

各皇帝の即位年を元年とする統治年数(ju!us)で表示され，ペルシア風の月名

が使用された。第5代シャージャハーンは即位2年目に暦法をヒジュラ暦に戻

したが，ベルシア語の月名の使用は認めたという(近藤， 335)(71。

(7)貨幣にイラーヒー暦が導入されるのは，アクパルの治世30年甘の993年(西暦
1585年)のことである。貨幣の場令，第4代ジャハーンギールは治世年とベルシア
月の使用は継続するが，即位の初年からヒジュラ暦の刻印が復活する。ペルシア月
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ムガル朝では文書行政，貨幣鋳造，歴史叙述にイラーヒー暦が採用されたが，

サファヴィ一朝ではどうであったのか。まずは丈書史料から十二支年の適用状

況を検討していく O

表 1はサファヴィ一朝の初代イスマーイール 1世から第3代アッパース 1世

時代までの，現存する勅令，書簡やワクフ丈書などの諸丈書で刊行されている

もののなかで，十二支年が使用されているものを表にしたものである(8)。サフ

アヴィ一朝の先行王朝についても適宜，表に含めた。表では丈書が発行された

順に，発行年月日，本文中にあらわれる勅令の発効の日付，発布者，冒頭の定

型句，丈書の内容を提示した。

この表からわかる通り，すでにテイムール朝時代の14世紀後半において，イ

ラン北西部では丈書の発効の日付として十二支年が使用されている(91。これは

後継王朝であるカラ・コユンル朝，アク・コユンル朝，さらにはサファヴィ一

朝へと引き継がれて行く O 紙幅の都合から表にはないが，サフイー 1世時代以

降も丈書における十二支年の使用はほぼ同じ傾向を維持する O イル・ハーン朝

時代に作成された現存する文書のなかで，十二支年は外交文書に使用されてい

るのに対して (Melville(1994)， 94) サファヴイ一朝の外交丈書にはその例はな

名の使用が停止されるのはアウラングゼーブ時代のことであるが，同帝時代にも統

治年の刻印は続けられた (Rodgers(1972)参照)。

(8) この表は現存するイランの諸王朝の勅令で1980年までに刊行されたものを整理し

たFragnerの研究，そのうちサファヴイ一朝の勅令に特化し，定型句や文書の内容

など，より詳細な分類を行った Schimkoreitの研究に基づく。これに2006年までに

刊行された文書史料やインシャー手引書から十二支を使用している事例を加えた。

Fragner， Schimkoreitの両氏には十二支の使用という観点はなく，文書の発行年に

はヒジュラ暦と四暦に換算した日付しか記載されていない。また，文書の本文中の
十二支の発効年について必ず、しも言及されていない事例もある。筆者は紹介されて

いる文書，特に本論文の考察対象期間であるアッパース 1世時代前期までについて

は，数例を除いて全て現物を確認したが，未見文書の本文中に十二支が使用されて

いる例が残されているロl能性はある。
(9) テイムール朝の文書としては，シヤールフ時代の825(1422)年のソユールガー

ル授与文書の発行日にヒジュラ暦の年月日と十二支年(丑年)が併記されている

(Deny (1957))。これはアフガニスタンの仏教僧に宛て，その家屋と付随する不

動産がムスリムにソユールガールとして授与されることを通達した，ウイグル文字

で書かれたチャガタイ語文書で，特殊な事例といえる。 798(1396)年の文書もテ

イムール朝時代とはいえ，イラン北西部のアゼルパイジャン地方で作成された文書

であり，テイムール朝下では十二支の使用はむしろ例外的なもののようである。
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表 1 十二支年が記載された文書

発行年 発効年 発布者(定型句):文書の内谷(地域) 典 拠

798.R叩1.27 子年初(798) M1ran 5ah-S :ソユールガール授与 Fekete， 1 
(Nahjawan) 

857.Ram.13 |百年初(857) I Jah加 5ah:ソユールガール授与 1 Busse， 1 

859.Raj.3 |辰年初(853)
二han1159 

巳年初(854)

875.Z.Q.4 卯年初(875)

877.Z.H.1 巳年初(877)

917.Muh. 辰年初(913)

920.R.I.20 

Jahanおh ソユールガール授与(F面白地方) 1 Aub皿， 159-162 

Uzun H田 an-S:ソユールガール授与 I Busse， 2 

IJzun Hasan-S 職人への報酬支払い IF耐

Isma‘百I ソユ一ルガ一ルt授受守(Jam) 1 Isma凶6百白1，101-10ω 3 
ト→
Isma'Il 1:聖廟の管理人の任命 (Qum) 1 Turbat， 56 (23) 
文書の裏面にトユールの発効tJ (申年二918.

R.I.) 
ソユールガールの発効日(戊年 (920))

923.Muh.18 子年(922)と 1 Isma'Il I-S:家沓税の支払いについて 1 Herrmann 

亥年(921) 1 (ArdabIl) 1 (1986)，289-290 

927.R.I.l4 ----1民向日目)一三i一司 I-S: '/瓦二日三iしゐ荏認証j止'fz-)-1-H一一一
反年末(927) 1 (1986)，293-294 

928.Raj.1 ----r示問何 Tis~i1I-I:S:云二げ二iし相註王立 I-As-t，i;'ρ 而)
(Astarabad) 

(Hermann (1986)， 289によればSamM1rza 
の勅令)

931.Sw.18 Isma'Il I-S:聖廟の管理人の確認 (Qum) I Turbat， 57 (30) 

文書裏面にソユールガールの発効口(卯年

(925) ) 

932.Raj.27 

938.R.I.l8 

Tahmasb， 508-9 中年初(930) 1 Ta加1asb:雑税の減税 (Kasan)

卯年初(937) 1 Isma‘Il 1の妻:廟へのワクフに関する勅令 IBargf， 7 

(Qazw1n) 

938.Sw. Astara， 4 (34) 

943.R.I.30 申年(942)

辰年初(938) 1 Tahmasb-S :ソユールガール相続承認

(Astarabad) 

Tahmasb-S : -1fーヴイヤの管理人の任命(免 ID耐 pazuh，
税について)(Rayy) 1144-145 (40) 

)
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Tahmasb-FH5 :貧者へパン給食配布の指示 IAs板減， 3 (19) 

(Astarabad) 

954.R.II.20 未年初(954) I Ta加1asb-FH5:ソユールガール相続承認 I Astara， 9 (55) 

(Ast紅白bad)

Tahmasb-FH5 ソユールガール加増通達 I Astara， 10 (56) 

(Astarabad) 
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958.Raj・ |戊年初(957)

Tahmasb-S :ハーキム任命とトユール授与 1Fekete， 69 (59) 
(Luristan) 
----------- -----------~ 

Tahmasb:雑税の減税 (51r亘z) I Sefatgol， 7 

963.Muh. 卯年初(962) I Ta凶ぉb-FHS 聖廟の管理人の任命 (Baku) I Schi凶叫臼t，68 
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966.R.I.1午年 Tahmasb-FHS 農民への適切な徴税折示 IDa'iidl， 1 (70) 
(SIstan) 

969.Raj.l戊年 Tahmasb-FHS mulk地と住民の権利催認 IPapazjan， 16 
(Qara KillSya近郊 I(72) 

970.R.l!戊年 Tahmasb-FHS :アルメニア教会のサドル位と IPapazjan， 17 
ワクフ地承認 I (73) 

Busse， 8 (75) 972.J.II./子年 I Tahmasb-FHS :自明の管理人への指不

I (Q山)

972.Sw.13/丑年 I(丑年年始 ITahmasb-FHSNY・商税廃止 (TabrlZ)

(972.Sb) 

972.Ram下旬/ I 972.Sb.12= I Tahmasb-FHSNY :造幣所ヘタムガ税徴収の IHorst(1961)， 1 
丑年 |丑年 |違法通達 (NalJjawan) I (76) 
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973.R.I.l3/丑年|丑年初(972) I Tahmasb-FHSNY :ワクフの管理に関する指 IFragner (1975)， 
示(ArdabIl) I 2 (78) 

Tahmasb， 118 

126 

Tahmasb-S:アルメニア教会司教の位と権利 IPapazjan， 18 

確認 I (81) 

977.Z.Q.13/ 

午年

979.Ram.10/ 申年初(930) I Tahmasb-FHSNY :以前の勅令(雑税減税) I Tahmilsb， 510 
未年 確認 (Kおan)

979.Ram.l0/ 申年初(979) I Tahmasb :家畜税の減税 (Hamadan) I G叫zadI，2 
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984.Z.Q.12/ 
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322 (82) 

Isma'll II拙m: I Papazjan， 19 
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の村の権利確認
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初
凶
年
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司

μー↑

川
町
一

ワ
μ1n 

H
U
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(985).Raj.12/ 

丑年

986.R.II.l/寅年

Isma'll II・HanAhmad Han宛の書簡

M写-FHS:ハリーファ職任命 (QazWln)

制 R.II./寅年|寅年初(的)---T山一心主主ん一言ij.(Isfahan) 

Tahnほsb，135-7 

Bargi， 13 

Busse， 9 (93) 

987.Raj.lJ!lJ年 M写ーFHS:ソユールガールの遺産配分保証 IFragner (1975)， 

(ArdabIl) I 3 (94) 

989.R.II. /己年 |辰年初(988) I M写-S:ソユールガール相続示認 (Fars)

990.Sb 申年初(992) I M写-FHSNY:ソユールガール授与
(Asねrabad)

MtI-FHS:ソユールガール確認(Ardab1l) I Martin， 5 (97) 992.R.II. 寅年(986)
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Horst (1955)， 
290-2(95) 

As抱ril，(l) (96) 
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994.Muh. 寅年(986) ‘Abbas-FHS:アルメニア教会への課税間違い 1Papazjau， 22 

通知 1 (98) 

996.Sw. 子年初

(996.R.II. ) 

996.Z.Q.I子年 |子年 6月
(996.Ram.) 

999.Raj・ |戊年初(997)

1002.].I.l 巳年 6月初

(1C日1-2)

午年(1002-3)1010.Sw 

1011.FarwardIn 

l(卯年)

刃
ひ
コ
一
仏承、レj

 
ガ、レj
 ユ

P
ノ

-
)
 

v
S
M
 

H
-
M
 

J
-
m
 

s
a
 

一

a
司

凶

A
一

A
口

/
k

As奴ra，(3) 

As必ra，11 (102) ‘Abbasー(S):ソユールガールJ受ヲ
(Astarab亘d)

¥'Abbas-FH釘Y: jihãtfJí.C')免担通知(Tãli占~)-l-Mfr-AbU -~l= 

カルトリの支配者シモンの勅令-S

QasimI， 271-2 
(84) 

Papazjan， 23 

‘Abbas-FHS:寅年初(1010)からのトユール相 1Mlr Abu a1-
続承認(Taliqan) 1 QasimI， 270-1 

(110) 

‘Abbas:ムガル朝五了 Daniyalからの書簡 I 'Abbas， m， 375 
380 

1013.Z.H. 巳年初(1013) I‘Abbas-FHS:某アルメニア人への戦功の報償 1Mufa悼am，4

(117) 

Martin， 7 
(125) 

1016.Muh 子年初(1008)= 1‘Abbas-FHS:ソユールガール再承認

1009 1 (ArdabIl) 

1016.].1.未年3月 1 'Abbas-FHS :キリスト教聖職者malik任命 1Schir出orelt，

1 (1016.Muh.) 1 (Qaraba立 1129 

1023.].1寅年(1023-4) ‘Abbas-FHS ソユールガール守録確認 1Simsar， 83 

(Mashad) 1 (145) 

10引 |卯年初')(1021) 1 'Abbas一町S シーア派市民の Ram.月 1Schimkoreit， 

I凶lujihat免税 (Baku) 1148 

1026.R.II. ----r己牛初(1026)一 色，bbas-FHS:五反とチ孟敦司虫記lsi:!::問ul-Pa~~;j~~ ，--rr ~ 12 
確認 1 (151) 

1026. 卯年初(1024) I‘Abbas一回S:シーア派市民のRam.月の免税 1GulzadI， 3 
(Hamadan) 

1036.Ram 

1029.Saf. 子年初(1033) 1 'Abbas-FHS :某グルジア人の息子たちの権利 1Schin企oreIt，

相続確認 1 155 

子年初(1033) 1 'AbbぉーFHS ソユールガール相続承認 IAstara， 16 

(Astarabad) 1 (165) 

1036.~.Q. 丑年(1034-5) I 'Abbぉ:ある者己への世年の年金の通知 I AfSar(1346)， 
184 

権発効年の十二支年の後の括弧内の数字はその年のノウルーズがあるヒジュラ暦年

*典拠の単独数字は979.R削 10(K訴訟1)と1023.].1の勅令を除いて出典での文書番号

本典拠末尾の括弧内の数字は， Schimkoreitの文書整理番号

* Schimkoreitの文書番号のみ記載のものは，現物を確認しなかったもの

付録十二支年のトルコ名

子年二sICqanyIl 

丑年三百dyIl 

寅年二barsyIl 

glJ年=tawisqany百

反年二l凪yyIl 

巳年三yIlanyIl 

午年二yuntyIl 

未年三q白yyIl 

申年二pICInyIl 

同年三tahaquyyIl 

戊年二ItyIl 

亥年三tung百zyIl 
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く，一部の書簡での使用に限定される酬。もっともサファヴイ一朝下であれば，

キリスト教徒居住地区やキリスト教徒宛の丈書でも十二支年の使用が認められ，

トルコ暦の使用はもっぱらサファヴィ一朝支配領域内向けであったことがわか

る。十二支の発効年は職位への任命丈書にも使用されているが，ソユールガー

ルの授与や各種雑税に関する通達など，主に税務に関わる丈書に使用される O

これは 10年初めから (azibtida-yi xx yIJ) Jという決まった言い回しからもわか

るように，徴税などの財務が太陽太陰暦に基づいて行われていたからである O

ただしペルシア語やトルコ語の月名が明記されることはまずなく，月が記載さ

れるときは 3月 7月など数字であらわされる O また，ヒジュラ暦の年月日が

併記されることも少ない (Fragner(1999)， 283)。

これらの丈書は丈書行政における十二支年の使用が，サファヴイ一朝以前か

ら行われていたことを明らかにするが，月名が記載されないため， 10年の始

まり」がノウルーズに置かれていたかどうかはわからない。一方，ノウルーズ

そのものが古来地域社会に根づいた新年の行事であったことは，丈書史料から

も確認される O イル・ハーン朝の宰相ラシード・アツデイーンは白ら執筆した

ワクフ丈書のなかで，ノウルーズの日の特別な礼拝や給食を指示Lている

(Hoffmann (2000)， 321， 323)。アク・コユンル朝時代の勅令に現れ，サファヴ

イ一朝時代の勅令に頻繁に登場する雑税の一種に， 1祝祭とノウルーズの心付

け(‘!dIwa nauruzI) Jというものがある O これはノウルーズや宗教上の祝祭日に

役人に提供される贈り物であったという (Minorsky，951)111)。サフアヴィ一朝の

イスマーイール 1世もノウルーズを干兄っていた(後藤 (2004)，38)。

しかし，表1からも明らかなように，サファヴイ一朝時代の丈書本丈中の十

二支年に月日が記載されることはまれで，またヒジュラ暦の年が併記される事

例も少なく，十二支年と勅令の発行年との聞に隔たりがあることもある O 表 1

同 インシャー手引書から引用した1011(1063)年のムガル朝からの書簡にベルシア
月名が使用されているが，ムガル朝ではこの当時ペルシア月を使用していたので，
ありえないことではない。
白1) 本文中の事例も Minorsky，930。サファヴイ一朝の勅令ではイスマーイール 1世
が907(1501)年に発布した勅令 (Schimkoreit，Nr.1/ Nal]iawanI， 362-363)にすでに
登場する。
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の勅令のうち，恐らく 950年，遅くとも951年までにタフマースプからホラー

サーンのアミール宛てに出された勅令には， I卯年Hamal初めから」という語

句が丈中にある。 Hamalは白羊宮を意味し，ベルシアの暦の最初の月，

Farwardln月の別名である。これはベルシア風の月名が使用された最も早い例

ではあるが，恐らくインシャ一手引書に採録されたものであり，実際に原丈が

作成された時に月名が記載されたものかはわからない問。 969年Rajab月(ユリ

ウス暦1562年3月7日以降)に発行されたタフマースプの勅令は，発行年月日に

十二支年(戊年〕が併記されている。成年の始まりをノウルーズの日と仮定し

てヒジュラ暦に換算すると969年R司jab月4日で，十二支の元旦とノウルーズ

が一致することが実際に証明できる，数少なく，また最も早い文書の例である O

トルコ暦の新年の始まりとノウルーズが一致していることが確実なヒジュラ

暦960年代後期からの一時期は，丈書の様式に興味深い現象が観察される時期

でもある。 966(1558)年のタフマースプの勅令は，丈末の発行年にヒジュラ

暦の年月のみでなく，十二支年(午年)を併記している O このタフマースプ時

代の後半からアッパース 1世の即位2年目までの限定された期間，現存するほ

とんどの勅令にヒジュラ暦と十二支年が併記されている O

タフマースプはヒジユラ暦930年Rajab月(1524年5月)/申年に10歳で即位

した(D仰kwurdigkeit，仰， 576)。幼少のシャーの即位でキジ、ルパーシュ諸部族の権

力闘争が激化し，サファヴィ一朝領内は内乱状態に陥った。タフマースプが

940年代の初めに内乱の平定に成功すると 950年代以降はキジルバーシュの勢

力を抑え，王権の安定強化が謀られていく(羽田(1987)参照)。歴代のシャー

による定住民優遇の婚姻政策や，宮廷祝祭行事としてのノウルーズの開催も，

そのような政策の流れに位置づけられる O 宮廷の祝祭行事としてのノウルーズ

は，恐らく 963(1555-6)年頃に行われたカズウィーン遷都後に盛大に催される

ようになり，ムハンマド・フダーパンダ時代に定着したと思われるが，まさに

この時期と文書の発行日にヒジュラ暦とトルコ暦が併記される時期とが一致す

(12) 編者のNawa'Iはこの勅令の山典を明示していない。インシャ一手引書は文書作
成を担当する書記(ムンシー)のための一種の用例集で，必ずしも原文がそのまま
収録されているわけではない。
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るO アクパル時代のムガル朝でのイラーヒー暦の導入のように徹底したもので

はなかったとしても，中央集権化政策の一端として，サファヴイ一朝でもヒジ

ユラ暦に代わる暦法改革の試みが行われたといえよう。

アッパース 1世時代の丈書の発行日にヒジュラ暦とトルコ暦が併記される例

は，即位 2年日の996年Zual-Qa‘da月(1588)/子年の 1例のみで，これ以降，

丈書発行年におけるヒジユラ暦とトルコ暦の併記の慣行は途絶える11功。しかし，

ムガル朝の暦法改革で、見られたのと同じ様に，アッパース 1世時代の歴史叙述

の分野ではトルコ暦優先の編年記述の形式が採用され，宮廷行事としてのノウ

ルーズの役割がより重要視されてくる O

E サファヴィー朝年代記へのトルコ暦の導入と叙述形式の変遷

サフアヴィ一朝では多くの年代記が著わされたその半数近くが世界史，

または世界史の編纂を意図して書かれたもので，残りがサファヴイ一朝年代記

に特化している O サファヴィ一朝年代記の代表作ともいえる『アツノfース大帝

史j(TarflJ-i 'alam-a必ず 'Abb似以下TAAA)は， トルコ暦に基づく編年形式で叙

述された作品の一例でもある。トルコ暦に基づく編年記述の形式は， しかし

Tんも4が最初でも最後でもない。表2はサファヴィー朝時代に執筆された年代

記をほぼ執筆順に並べ，そのなかでトルコ暦が編年の叙述形式に使われている

ものについては，その形式を提示したものである11由。

表をみてみると， GaffarI QazwInI (-975 (1567-8) 年)の Nusa~-i jahan-ara 

仕掛 アッパース 1世が即位したのは995年Zual-Qa'da月14日(1587年10月16日)/亥
年。
同サファヴィ一朝の歴史叙述の変遷については， Quinn (2000)， 14-29. および~Quinn

(2004)。諸年代記や年代記作家についても簡潔な説明がある。
同 この表にはシャーや将軍の戦いを記録した，いわゆる戦記もの(例えばFutiihat-

i sahfやFutii加t-ihumayiinなど)は含まない。またサファヴィ一朝末期に好んで
書かれた，王家と王朝初期の歴史を物語風に叙述した作品群，例えばTarflJ-i
'alam-ara-i Sah Isma'flや Tart.ケi'alam-ara-i Sah Tahmaゅなど (cf.Morton (1990)) 
も考察対象から除外した。サファヴイ一朝が実質的に滅亡した1722年以降に完成し
た年代記も考察対象とはしていない。
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表2 サファヴイ一朝年代記
H二ヒジユラ暦 T二トルコ暦 J二統治年

著 者 書 名 執筆年・範囲|形式

早wandamIr Il! abめd叫iyar -930 

A. Mal)miid b早wand田 Tr 1 ?ail-i ~abめ αl-siyar -957 

MIr Ya~yã al-QazwInI 1 Lubb al-tawãrt~ -948 

早ursah 1 T.伽玲ィ tli':t-iNi，am-Sah -972 

GaffarI QazwInI N附a~-ijahan-ara (JA) -972 日十T

‘AbdI Beg SIrazI 1 Takmilat al-α~bãr 

Biidaq MunsI QazwInI 1 Jawahir al-a~bãr 

Hasan R白mlii 1 A~san al-tawãrt~ 

QaiI ~mad QumI Il!ulasat al伽 d地

-978 I T+H 

-984 

一一
H一
H

れ

一
一
ー
十

一
一
Y
E
J

一
円
u
一

一
0

6

Q

d

J
m
m
 Mahmiid NatanzI Nuqawαt al-ã~函7 -1007 

Jal孟1al-D加 MunajjimYazdI 1 Tãrf~-i 'Abbasf ー 1020 1 H+T 

Iskandar Beg Turkman 1 Tãñ~-i 'al.αm-ara予 'Abbast ー 1038 I T十H十J

Iskandar Beg Turkman 1 ?ail-i T.丘地-i'al.αm-ara-yi 'Abbast 1 ー 1052 1 T十H十J

FailI早口zanII号白hanI 14βα1 al-tawarfJ号 | ー1038 1 T十H十J

'Abd al-Fattah FiimanI 1 Tarfh-i G両7an 1 923-1038 1 (T+H) 

MTrza Beg JaniibadI 1 Rauzat al-!$α畑伽h

Muhamad Ma‘s岨m I~fahãnI 1 Ifulã~at al-siyar 

Mulla K叩 alMunajjim 1 Zubdat al-ta川崎

WahId QazwInI I 'Abbゐ-namah

一1036

1038-1052 T+H 

(1652) 

一1074 T十H

一1077 H十T

1078 T+H 

-，
 
n
 

一

α-匂勾
官

hn】d
 

郎
.
臼
.
ハW可喝

司

u
一制
v
Q
U
 

H
U
 
ハ可d
 w
 Muhammad Yiisuf Walih I Huld-i ba而g

(TarzlJ-i jahan-ara，以下JA)以降， トルコ暦を編年形式の基準とする年代記が

サファヴィ一朝の歴史叙述の主流となっていくことがわかる附o]Aの執筆の開

始および完成の年代は不明である O しかし年代記におけるトルコ暦の導入が，

文書の発行日にトルコ暦が併記された時期とほぼ同時期であることはあきらか

である O

叙述史料でも事件の月日はヒジュラ暦の年月日で記録され，ベルシア風の月

名が書かれることはまれだが，それでも丈書と同時期，恐らくはより早い時期

に十二支年にベルシア風の月名を使用した記録が残っている O タフマースプは

(16) 編年の叙述形式を採用した守一代記とは，写本のなかで年の変わり Hの部分を書体
の変更や赤インクなどで見出しとし，叙述部分と明らかに区別している作品群のこ
とを指す。

61 



651 

自ら伝記を執筆しているが，この伝記で彼は自身の誕生日をヒジュラ暦920年

五ial-Hijja月29日(西暦1515年 2月24日)，戊年Isfand月のこととしている

(Denkwurdigkeiten， 576)。そして， 930年代の出来事について， トルコ暦を基準

に，これにヒジュラ暦を併記するかたちで叙述して行く O ただし，タフマース

プが生まれた920年末(1515年2月)から930年代にすでに十二支年の使用が慣

例となっていたのかはわからない。タフマースプの自筆とされる現存2写本は，

彼が971(1563)年にそれぞれインドの Binjapurの‘A1I‘AdilSahとQutb話油の

Humayunに贈ったとされる CDenkwurdigkeiten，567)。最初にトルコ暦をサファ

ヴィ一朝年代記に導入した Ga妊arIは967(1559-60)年/未年にオスマン帝国の

パヤズイトがサファヴイ一朝下に亡命し，首都カズウィーンに到着した様子を

自ら目撃し，未年を詠み込んだ自作の詩を残している。以上から，ヒジュラ暦

960年代の末に，サファヴィ一朝宮廷周辺ではトルコ暦の使用が一般化してい

たか，意図的に導入する動きがあったことは間違いないであろう。

1)タフマースプ時代の年代記とトルコ暦の導入

: Nusa~-i jahãn-iirii と Takmilat αl-a~biir

イスマーイール 1世時代に書かれた年代記は IJwandamlr(-1535-6年頃)の

Habfb al-siyarのみである O 早wandamlrはテイムール朝末期のヘラートで活躍

した歴史家で，ヘラートがサファヴイ一朝に征服された後，世界史Habfbal-

szyarを執筆した。サフアヴィー朝史はその世界史の最後の部分の一部である。

Hwandamlrの息子AmlrMahmudがタフマースプ時代に執筆したZail-iHabfb 

al-siyarは，その続編にあたる O この二書はテイムール朝ヘラート史家の伝統

を受け継いだものである O

タフマースプ時代は世界史の一環としてサファヴィー朝年代記が書かれるよ

うになる時代である O タフマースプ時代に最初に書かれた年代記はY功yab. 

'Abd al-LatIf al-QazwlnI (-948 (1555)年)のLubbal-tawiirf~ である o Lubbは簡

潔な世界史概観で， Ya年yaa1-QazwlnIはタフマースプの四男パフラーム・ミー

ルザーの愛顧を受け，Lubbを執筆したが (Lubb，260)，最後はスンナ派信仰を

理由に処刑されたという (Quinn(2000) ， 16)0 Tiirf~-i flCf-i Ni?iim-Siihを執筆し
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たijurSahは，インドへ移住したシーア派のベルシア系移民の子で， Nizam Sah 

からサファヴィー朝宮廷に二度遣わされて二十年近くを過ごし，インドに帰還

後にサファヴイ一朝と周辺地方王朝の歴史を執筆した。すでに紹介したHαbtb

al-siyarとその続編，そして上述二書は一貫してヒジュラ暦での歴史叙述が行

われている。

すでに述べた通り，サフアヴイー朝年代記で最初にトルコ暦を導入したのは

]Aである O その数年後に978(1570)年までの事件を著した‘AbdIBeg SIrazI 

(931 (1524-5) ~ 988 (1580-1)年〕の Takmilatal-aJytarが執筆された。タフ

マースプ時代の年代記では この二書がトルコ暦を採用している o Takmilat 

は]Aに大きく依拠したとされ (Takmilat，Muqaddin叫， 23)，記述にも多くの類

似点が見られるが，この二書の編年の形式には大きな違いがある O

]Aはイスマーイールが亡命先のギーラーンから出立した905(1499)年から

十二支年を併記し，編年での歴史叙述を行うが，あくまでもヒジュラ暦を優先

した編年を徹底し，それに十二支年を併記するという形式をとる O ヒジュラ暦

の見出しの直後に，その年中にノウルーズを迎えた十二支年とそのノウルーズ

の日付をヒジュラ暦に換算して記録する O イスマーイールのギーラーン出立は

905年Muharram月中旬(1499年8月十句)に起こり，これは未年Sahriwar月の

出来事であるが， 905年の年内 (Sa'ban月)にあるノウルーズは申年のものなの

で， 905年は申年と対応させる O 具体的な表現としては 1905年/申年のノウ

ルーズはお‘ban月10日，水曜日J(fA， 264) となる(へ

Takmilatはサファヴィ一朝の創成期の事件はヒジュラ暦で記録しているが，

912年/卯年からは概ねトルコ暦優先での編年形式を明確にし，十二支年の記

載の後にその年のノウルーズがあったヒジュラ年を併記する O ヒジュラ暦とト

ルコ暦の対応については， 1一部は944年，一部は945年の成年にJ(Tak側 lat，

88)， 1大部分は955年(と重なる)の申年にJ(Takmilat， 97)などという表現で，

(1司 現代の換算では， 905年/中年のノウルーズはお‘ban月9日になるが，ヒジュラ
暦では日没で日付がかわること，また天文学上の春分と暦上の春分は異なるので，
905年の正確な春分を割り山さない限り， 10日を間違いとは言い切れない。 1~ 2 
Hのずれは他の年代記も含め， しばしば見られる。もっとも，写本の筆写ミスの可
能性の少ない，明らかな換算間違いも ]Aでは散見される(例えば932年や965年)0
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両者のずれの状況を常に読者に明示する工夫をしている o T.α'akm仰?η仰zilωαatの現存写

本は 1つしかなくし， ~後麦世の年代記作家たちの典拠とされている形跡もないカが主(附

以f後乏のサフアヴイ一朝年イ代t記ではトルコ暦{優憂先の形式が主流となつてしいミぺく O

ヒジュラ暦， トルコ暦の優先順で両者は異なるが，暦の変換について両者と

もに詳しい知識を持っていたことは間違いない。純粋な太陰暦であるヒジュラ

暦は太陰太陽暦であるトルコ暦よりも11日短いため， 918年， 952年のようにヒ

ジュラ暦の 1年がトルコ暦の 1年のなかに収まってしまい，ノウルーズを持た

ないヒジュラ暦が出てくるが，暦の換算に混乱はみられない119)0JAは前年の

917年のところで「一部は未年，一部は申年(と重なる)J (JA， 274) と説明し，

Takmilat は918年にはヒジュラ暦での項目を立て， 952年のところでは「巳年，

951年 Ziial胡 ja月27日がノウルーズで， 952年 Mu加ram月まで 3日を残し，

953年 Muharram月7日に終わる(その年に)J (Takmilat， 94)と詳述している。

タフマースプ時代に書かれた残りのふたつの年代記は，イスマーイール2世

時代に完成した。両書はヒジュラ暦に基づいた叙述で， トルコ暦は使用しない。

トルコ暦を用いる作品と用いない作品の違いについては次の章で考察する O

2 )アッパース 1世時代の年代記

a)亭ula干αtα1・tαwarilj

アッパース 1世時代には，歴史叙述が世界史叙述から王朝史へと移行し，サ

ファヴィ一朝の歴史叙述が確立していく時代にあたる。彼の時代に書かれた数

多くの年代記の大部分はトルコ暦を優先使用する編年形式を採用している O

まず最初に完成したのは Q街地madQumI (953 (1546) -?年)の写ulii~at

国例えば，アッパース 1世時代にトルコ暦を採用している後継年代記作家である

Q孟土1Ahmad QumIおよびIskandarBeg Turkm加も，先行の年代記作家として，

ljwandamIr， Yahya al-QazwInI， Hasan Rumluらとともに GhaffarI，を挙げているが，

‘AbdI Beg SIrazIの名前は出てこない。

州 ノウルーズのないヒジュラ年前後での換算の混乱は諸年代記で頻繁に発生する。

例えばAj言。1al-tawarfljの第 1，2巻は FazlIljuzanI 1号fahanIが第 3巻を執筆後，

トルコ暦を使用していないAhsanal-tawarfhを典拠にインドで執筆したとされるが

(Melville (2003)， 78-79)，ノウルーズ、のないヒジュラー午を考慮せずにアッパース時

代を起点に逆算した結果，タフマースプ即位2年目の時点で2-3年のずれが生じ

ている(年数はヒジュラ暦とトルコ暦のどちらを優先するかで異なる)。
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αl-tawarllJ 以1'"，写ula干at，引用はI話raqI版)である O 手ula!!at白↑本は984(1576) 

年にイスマーイール 2世の命によって執筆が開始され C1fula.草枕 5)，999 (1591) 

年に完成した全5巻の世界史の最終巻にあたり，タフマースプ時代の歴史叙述

の流れを汲む。写Ulasatはイスマーイール 1世時代初期からトルコ暦を優先し

た編年形式での叙述を行うが，同作品を先行のNusalj-ijah伽 araとTakmilat

al-aljbarと区別する第一の特慨は，写ulasatがタフマースプの即位以降，十二

支年に基づいて諸事件を整理するだけでなく，それに統治年 (saJ)という，新

しい時代区分の概念を導入したことである。 Qa土1Ahmad QumIが執筆の当初か

ら統治年という着想、を抱いていたのかは不明で、あるが 1584年のイラーヒー暦

導入により，統治年(julロs)に基づく歴史叙述をするようになった，ムガル朝

との共時性がここにも見られることは注目に値しよう白)。

ぞfula干atはタフマースプが即位したピジュラ暦930年Rajab月(1524年5月)/

申年の翌年の西年を統治1年目とし これ以降統治年数を年代記叙述の基準

としていく白形式としては「統治年十十二支年十ノウルーズのヒジユラ暦で

の年月日jの順で， I天と星々の創造主に選ばれた御方の統治の40年目，亥年

ノウルーズは970年Rajab月16日，木曜日J(1fulã~at， 436)という具合である O

ヒジュラ暦とトルコ暦の各年の対応については，ノウルーズを持たない952

(1545)年の前後で明らかな混乱がみられるが，白ら宮廷に出仕していた時期，

例えば985(1577)年の記録は正確である凶。

ノウルーズやそのヒジュラ暦での日付を記録することはjAや Takmilatもす

凶 ムガル朝で、はイラーヒー暦の採用後，貨幣にも統治年を刻印するようになったが，

サファヴィー朝で、は貨幣への統治年の導入は観察されない。ただし，ムハンマド・

フダーパンダ時代の貨幣には，統治年と思われる数字が刻印された989年(統治5

年目)鋳造の貨幣が1例だけ大英博物館に現存する (Catalo，伊 e，270.写真は掲載
されていない)。同様の貨幣が他にも発見されれば，タフマースプ時代末期からア

ッパース時代初期にかけての暦法改革を考察する上で貴重な史料となろう。

凶 遠征などの大きな事件には，独立した逸話(トピック)ごとの見出しが立てられ

る。これはペルシア語歴史叙述には普遍的な形式で，編年形式を用いた年代記の多

くもトピック形式を併用する。

間 985年もノウルーズを持たない年。前年の984年はSafar月にタフマースプが死去，
その後の ~ü al司副a月20日に丑年ノウルーズ(1577年3月10日)，イスマーイール
2世は 1年半で変死という変則的な状況で，ヒジ、ユラ暦985年の項を立て，そこに

丑年のノウルーズを記録している (1fula干at，644)。
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でに行っているが，これらの二書にとってノウルーズは春の訪れや季節移動を

告げる季節の変わり目でしかない。これに対して Huliisatはノウルーズがど

こでどのように祝われたのかを詳細に記録するようになる。これはタフマース

プがカズウィーンに遷都して以降にノウルーズが宮廷行事となり，王権をア

ピールする儀式として政治的な重要性を帯びていったことと軌をーにする O こ

れがHuliisatが先行二書と異なる第二の特徴であるω。

後述するように，サファヴィー朝の年代記作家は，ほとんどが宮廷と深い関

わりのある人物であり，多くは丈官職についていた。だが，ヒジュラ暦とトル

コ暦とのずれを換算し，正確に記録するためには，天文学の知識や天文表

(z司)が必要となる (cf.Melville (1994)， 84-85)。サファヴイ一朝ではイル・ハー

ン朝やティムール朝のような天文表の存在は知られていないが， トルコ暦を採

用している年代記作家たちは 天文学の知識に接する機会を有していたと考え

るのが自然であろう。これについては次章で考察するが，彼らが出仕する以前

に起こったと思われる事件の記述の暦の換算に多く間違いが観察されるのは，

トルコ暦を使用する写Ulii~at 以降の年代記に共通してみられる現象で，宮廷で

の天文表の利用が年代記の執筆と深く関わっていたことを示唆するものともい

える凶。

b) Tarflj・i‘Abbasf

トルコ暦を採用したアッパース時代の年代記としては，Ifulii~at とサファヴ

ィ一朝年代記の完成形ともいえる TAAAとの聞に，TiirzlJ-i 'Abbiisz (以下，

凶 Iful，向atでは，写本ごとに若干の形式の差異が観察される o Ifulã~at はアッパー
スの統治4年目 (999年)までを扱っているが，イランに現存する 4写本を定本に
使用した ISraqI版で、は，アッパース時代の叙述に統治年がない。一方，ベルリン写

本ではアッパース時代も引き続き統治年が使われている。筆者は以前，ノウルーズ
の祝祭行事の開催地について考察したが(後藤 (2004)) ，ホラーサーン統治時代

のアッパースのノウルーズ時の滞在地について記録されているのはベルリン写本の

みであり，これらの情報の有無が存在を知られていない原本の段階でのものなのか，

筆与の段階で生じたものなのかは，いまのところ不明である。現存諸写本の詳細に
ついては，テヘラン版の校訂者でもある， Echraqi (IsraqI) (1976)， 74-78を参照。

凶特に TAAAの初期の換算間違いについては McChesneyが， Af勾lについては

Melville (2003)が論じている(脚注目参照)。
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TA)が著された。サファヴィ一朝宮廷では天文学が宮廷生活や政治の決定を

左右し，その専門家である天文学者 (munajjim)もまた大きな役割を果たして

いた。 TAの作者MullaJalal al-DIn Munajjim YazdIもその名が示すように天文学

者であり，使者としてギーラーンに派遣されるなど，深く政治に関与した人物

でもあった問。

TAはヒジ、ユラ暦を優先しつつ，ヒジュラ暦とトルコ暦併記の編年形式を採

用している o TAの形式の特徴は，各ヒジュラ年の表題の後にMuharram月

(ヒジ‘ユラ暦1月) 1日をトルコ暦に換算したものを記録しているところで，例

えば 11004年。この年のMuharram月(初日)は未年， ジャラーリー暦

Sahriwar月19日と一致するJ(TA， 141)'初， 11014年。この年のM山arram月初日

は巳年早urdad月1日と一致し，太陽の位置は金午宮の29度(にあった)J(TA， 

280)という具合である。ヒジュラ暦からトルコ暦への逆算， しかも月日まで

の記録は，正確な天文表を参照する立場にあるか，天文学の専門知識がないと

困難であろう O これはYazdIが天丈学者だから可能なことであり，そのことは

彼がMuharram月の太陽の位置まで記録していることからも読み取ることがで

きる問。

c) TarilJ-i 'al，αm-ara-i 'Abbasi (rアツノfース大帝史j)

Iskandar Beg Turkman (968 (1560)年頃ー1043(1633)年頃) の筆による『ア

ッパース大帝史』は，サファヴィー朝建国からアッパース l世時代の終わりま

で，更には次のサフィー 1世の治世時代までの続編(後半は別作家による書き継

ぎ)を持つ，サファヴイ一朝年代記の代表的作品である。 TAAAはアッパース

の治世を扱う第2部からトルコ暦優先の編年での歴史叙述を行うようになる O

形式は「十二支年十ヒジュラ暦+統治年数(ju!us)Jの順で，見出しの後にヒ

ジュラ暦でのノウルーズの年月日とノウルーズの日のシャーの滞在地や祝祭の

同 YazdIは白身について著作ではほとんど説明していない。彼の家系は息子も天文
学者で歴史家，孫も執筆活動を行い 3代にわたって活躍した。 YazdI家について
は ~ossadegh (1987)を参照。
凶 YazdIがジャラーリー暦の名称を出しているのは，この年と1005年 (TA， 151)。
間太陽の位置が記録されている年は， 1002， 1006， 1008， 1O1l ~ 1017年。

67 



645 

様子が叙述される O 一例としては「幸運の予兆たる亥年の始まり，一部は1020

(1611-2)年，一部は1021(1612-3)年，神の陰たる最も神聖なシャーの即位25

年目 O この幸運の予兆たる年のノウルーズは，めでたいなかでヒジュラ暦1020

年の初め，聖なる Muharram月6日，金曜日，ジャラーリー暦の FarwardIn月

1日に起こったJ(T.ん4A， 829) となる O

TAAA の形式は Ifula~at の統治年と十二支年の優先順位を逆にしたもので

あり，形式や典拠など，Huliisatとは多くの類似点を持つ。 IskandarBegは

Q拍 Ahmadの職場の後輩にあたり， Q街地madもIskandarBegと知己を得て

いたことを言明しているが (Gulistan-ihunar， 54-55)， Iskandar BegはQa訂

Ahmadとの関係について言及せず，典拠にも Huliisatは挙げていない (cf，Cal-

mard， 123-4)。アッパースの統治時代で両者の叙述が重なるのは最初の 5年間分

だけだが，この部分の Tゐ4Aの十二支年とヒジュラ暦年の対応の混乱はすで

にMcChesneyにより指摘されている通りである(ノウルーズのない1019年で、も再

度混乱している)明。暦の換算に限っていえば，HuliisatはTAAAより正確であ

り，理由はともあれ TAAAが写Ulii干αtを参考にしていないのは事実のようであ

るo Erdmannはむしろ，統治年での編年形式を採用し，T，んも4の情報源ともな

っている[アクパル大帝史』との関係に注目している (Erdmann，493)。トルコ

暦の採用理由について， Iskandar Begは次のように説明している O

歴史の徒の作法として，アラブの習慣で Muharram月初日に始まりがある

ヒジ、ユラ暦を採用すべきかと考えたが，そうするとアジャム(=イラン)

の住民の大部分は理解できないであろう O なぜならトルコ人とアジャムの

住民にとって一年の始まりは統治者(スルタン)のノウルーズ (nauruz-i

su1tanI)であり，それは世界を飾る春の最初(の日)だからである (TAAA，

379)。

サファヴィー朝下のイラン社会での実際の日常の暦の使用状況について，詳

凶 Tゐ4Aの暦の換算間違いの大きな原因のひとつは，T.ゐ叫がアッパース治世の初
期に， トルコ暦の優先形式にもかかわらず，十二支年とノウルーズの日で重なるヒ
ジュラ暦の年とを対応させず，ノウルーズの後に新年を迎えるヒジュラの年を十二
支年に対応させているからである。子年/1021年/統治26年目からはこの問題は解
消される (TAAA，852)。
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しく知る術はない。しかし，本来イスラームに関わる学問分野でヒジュラ暦が

使われるべきとされるなかで，中国起源の十二支がベルシア古来の暦と折衷し，

トルコ暦という名称を持つ新しい暦として定着していったことが，上述の引用

から確認できる。また，先行の lfulã~at と同様に，毎年のノウルーズの祝祭行

事について詳細な記述を残しているのも TAAAの特徴で，ノウルーズの重要

性が増していたことを裏付ける。

地方年代記も中央の歴史叙述の影響を受けた。 16世紀末に地方王朝が廃止さ

れたギーラン地方では，Tarfl]-i Gflanが同地方の併合前後からトルコ暦での編

年叙述に移行する (cf.TG， 179)。作者の 'Abdal-Fattah FumanIは地元出身で，

地域財務に携わった (TG，204)。

d) AfZ，αlα1・tαwarilJ

FazlI ijuzanI 19fahanIのAj加1al-tawarfl]は，アッパースの治世を扱った第 3

巻の存在が近年になって確認された，サファヴィー朝年代記で， Melvilleや

Mortonらによってその史料的価値が評価されているが，叙述形式は TAAAを

踏襲したものである o i十二支年+ヒジュラ暦年+統治年数(julus)Jの順で，

十二支優先の形式である O そして Tん4A以上に暦の換算間違いが多い(脚注

(19)参照)。

3 )サフィー 1世時代以降

サフィー 1世時代以降にもトルコ暦優先の編年形式の年代記が書き継がれて

行く O

Muhammad Ma‘詞mb. ijwajagI 19fahanIの早川両αtal-siyar (以下，lfS，引用は

Af泊r版〕はサフイー 1世の命で書かれた，サフィー 1世時代の年代記である問。

Muhamrnad Ma‘sumはTんも4が厳密な編年にこだ、わるあまり，事件の関連性が

わかりにくくなっていると IskandarBeg 批判を行う(写S，29)。そこでトピッ

凶 MuhammadMa‘si"imはもともと世界史の執筆を意凶していたが，サフイーに催促
され，テイムール朝時代まで執筆を終えたところでサフィ一時代史を優先したとい
う(写S，327)。
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クごとの項目を増やすなどの独自の工夫をしているが， トルコ暦優先の編年形

式は基本的に Tんも4を踏襲している。統治年はないが，各年の冒頭にはノウ

jレーズのヒジュラ暦での年月日が春分の時間まで正確に記録され，ノウルーズ

の祝祭の様子が詳細に叙述される。

アッパース 2世時代には 3つの年代記が執筆された。この時代でも見出しに

ふたつの暦を併記する編年形式は受け継がれるが，むしろトピックごとの見出

しの割合が増えていく O

Muhammad Tahir Wahld QazwlnI (1015 (1606-7)年-1110 (1698-9)年頃)の

'Abbiis-namah (以下，必V)は，サファヴィー朝の建国からアッパース 2世の統

治22年目までを扱う o ANはトピックごとの見出しを主流とするが，ムハンマ

ド・フダーパンダ時代からトルコ暦とヒジュラ暦を併記するようになる。アッ

J¥ース 1世時代には統治年数を併記する事例もあるが，アツノfース 2世時代で

統治年数が記録されているのは 1年目， 20年目， 21年目のみで，後は十二支

年とヒジュラ暦年のみの記載になる O アッパース 1世時代中期からは各年のノ

ウルーズの祝祭について記述されるようになっていくが，記述は簡潔で、ある O

WalI-QulI b. Dawud-QulI Samlu (1035 (1625-6) 一? 一午) の Q今α~ al-~ãqãn'i ( 以

卜， Q問手)は，ビジユラ暦を優先して両暦を併記するが，見出しはすべてトピ

ック形式で，諸事件の経過説明重視の叙述がより鮮明になっている。年月日は

主要な事件の記述の冒頭に「この年，ヒジュラ暦1047年， トルコ暦の丑年に

-J (Q今as，254)白0) Iこの年， ヒジユラ暦1056年， トルコ暦の酉年の末に-J

(Qisas， 304) という丈言で明記され，統治年が記録されることもほとんどないo

Huld-i barfn (百|用はNasIrI版)の著者MuhammadYusuf Walih IsfahanI (988 

(1580-1)年頃ー?年)は，ANの著者MuhammadTahir Wahld QazwlnIの兄弟

で，アッパース 2世時代からスレイマン時代にわたってワジールを務めた0

Ifuld-i bar'inは全8巻からなる世界史で，最終巻が1078(1667-8)年にいたるサ

ファヴイ一朝史になっている O 同時代史にはトルコ暦優先の編年形式を採用し

。。丑年のノウルーズは1046年Sawwal月23日のことだが，Qisasはヒジュラ暦優先
でヒジュラ暦での元旦のある十二支年と対応させているため，丑年は1047年となる。
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ているが，基本的にトピック形式で物語性を重視した歴史叙述である O 注目す

べきことは， I大空の幸運なる二星の合の御方(二アッパース 2世)による，王

のノウルーズの到来における祝祭の開催。めでたき新年への移り変わり」

(Ifuld， 556)などのように，時には年を表記しないまま，新年の訪れを表象す

るものとして，ノウルーズとその祝祭が毎年の見出しの定番に使われているこ

とである例。

以上を総括すると，サファヴィー朝では文書の発行日にトルコ暦が併記され

るようになったヒジュラ暦960年代末から， トルコ暦が歴史叙述にも採用され

るようになっていった。 Lかし，純粋太陰暦のヒジュラ暦と太陰太陽暦のトル

コ暦との併記は難しく， I十二支年十ヒジ、ユラ暦年十統治年数」の併記による

編年形式を完成させた IskandarBegのTAん4の混乱が露呈しているように，

年代記作家らはそれぞれ工夫を凝らしたとはいえ，複数の暦i去の併記に成功し

た例はなかった。最終的にサファヴィ一朝の後期には 伝統的なベルシア語の

歴史叙述形式であるトピック形式が再び主流となっていった。また，天文学者

Munajjim YazdIが書いた TAを除けば，作中でペルシア語の月名はほとんど使

用されず，諸事件はヒジュラ年月日で記録された。このことは，実際の日常生

活はどうであれ，法や行政上の案件が基本的にヒジュラ暦に基づいて処理され

ていたことをあらわしていよう。

一方，ノウルーズに関していえば，季節の変わり日を示すに過ぎなかったノ

ウルーズが，大きな宮廷の年中行事として定着したのみならず，シャーの権威

を確認する儀式として重要性を増していったことが，年代記の記述から読み取

れる O

E サファヴイ一朝の年代記作家たち

タフマースプ時代後半の960年代末期(1560年頃)から，サファヴィ一朝では

(31) この年は申年/1066年で，本文中に両暦でのよ下月日が表記されている。見出しに
年が表記されない例は卯年/1061年 (Ifulι498)，未年/1065年(写uld，540)な
ど。
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トルコ暦が公式の暦として行政丈書や歴史叙述に使用されるようになっていっ

たが，すべての年代記がトルコ暦を採用したわけではないことは，表2からも

あきらかである。年代記作家の多くは官職に就いていたが，その中でも初期に

トルコ暦を用いた者たちは，特定の集団に属していた。

トルコ暦を最初に採用したJAの著者GaffarIは，芸術の愛好家で知られたタ

フマースプの兄弟サーム・ミールザーの愛顧を受け，JA以外にも Nigaristan

という著名人の逸話集を執筆した。知識人の家系に生まれ，父はレイのカーデ

イー(法官)で，自身もカーディーのニスパを持つ (Ti叫ifa，120-121)。彼の宮廷

での詳しい活動を窺い知る記録は残されていないが 晩年を過ごしたと思われ

るインドで書かれた年代記は，彼が「学者，ムンシー(文書庁書記入歴史家，

比類なき多才な人物」で，イラクの王子(=サーム・ミールザー)の財務業務

(wizarat) (Muntakhab， III， 185)の職にあったとする O

Takmilatの著者‘AbdIBeg SIrazIは転職，転地を繰り返した人物で，自身の

遍歴については Takmilatにも詳しく書いている問。彼は十代で財務庁 (daftar

切nah)での勤務からキャリアをスタートし，主に財務関係の仕事に携わった

(Takmilat， 73， 127; Tuhfa， 95)0 973 (1565)年/丑年に起ったヘラートの

Mulfammad lJan Saraf al-DIn Takkaluの反乱の平定後には，勝利の書の草稿作成

の命を受け，ムンシー・アルママーリク(文書庁長宵)の MulfammadIBeg 

k可申とともにこれを御前に提出したという (Takmilat，124-125)。

アッパース時代に Hulasatを完成させた QazIAhmad QumI は，父も宮廷でム

ンシーなどを歴任した凶。 975(1568)年には父とともにタフマースプの宮廷に

あって，オスマン朝セリム 2世の即位を祝う書簡やギーラーン遠征の勝利の書

の作成に携わった (Hulasat，545-546lへ980年代にはムスタゥフィー(財務官)
として財務庁などに勤務した(写Ul向。t，710， 723)。

TAAAの作者IskandarBeg MunsIは，ニスパがあらわす通りムンシーで，

凶彼のより詳しい履歴については刊本の校訂者である Naw日の序文を参照。
倒写Ulasatには 3種の刊本があり，いずれも校訂者による詳細な考察が加えられて
いる。 QazIAhmadのより詳しい履歴については，先行研究を網羅して紹介してい
るGlassen版解説を参照。
倒 Tahmasb， 460-471に掲載されている書簡が，この時の書簡の写しと考えられる。

72 



640 

1001 (1592-3)年にアッパースのムンシーとして取り立てられ (T，んも4.， 455)， 

TAん4のなかでも自身が勅令などの丈書の作成に携わったことを書いている

(TAAA， 596，801-802，924-925)0また Qa土1Ahmad QumIはIskandarBeg Mun訂の

知り合いであることを述べているが，これはムンシーとして同じ職場にいたか

らであろう。

タフマースプ時代末期からアッパース時代にかけてトルコ暦を採用した年代

記作家4名の職歴を検討すると，財務に携わっている場合もあるが，いずれも

ムンシーとして丈書行政に従事したという共通点を持つ。

17世紀後半に著されたサファヴイ一朝の行政手引書によれば，サファヴイ一

朝の官房は文書庁 (daral-inSa)と財務庁 (daftar-hanah)の2部門に分かれ，文書

庁の長官がムンシー・アルママーリク，財務庁の長官がムスタゥフィー・アル

ママーリクであった。文書庁は16世紀の末まで伝達文書，外交文書ほか全ての

種類の丈書を扱い，冒頭に定型句を持つ丈書の作成に携わった。定型句には，

返書に使われる farman-ihumayunぬraf-i nafa~ yaft (略号FHSNY)，支払いやト

ゥユール授与丈書に使われる farman-ihumayun sud (略号FHS)，勅令のための

ちukm-ijahanmuta‘きud(略号町言)の 3種がある O うちの前者 2つは中央集権強

化の象徴として，タフマースプ時代に導入されたものであった。一方，財務庁

は定型句のない丈書を作成した (Busse，59-68; Schirr虫oreit，25-26; Fragner (1999)， 

289; TM， 61-62， 132)。

表 1で発行年に十二支年が併記されている丈書を確認すると，サファヴィ一

朝以前からの定型句である sozumiz 略号S)を用いた丈書やイスマーイール

2世の例外はあるが，ほとんどの丈書がFHSNY，または FHSの定型句を持ち，

丈書庁で作成された丈書であることがわかる O サファヴィ一朝前期の行政制度

には不明な点が多いが，年代記にトルコ暦を採用した年代記作家たちが，文書

庁での丈書作成に携わったムンシー出身者であったということは確認できょう O

また，文書にトルコ暦が採用されている以上，彼らが天文表を利用し， トルコ

暦に精通していたであろうことは想像に難くない。

一方， トルコ暦を採用していない年代記作家たちも存在する o Hasan Beg 

Rumlu (937 (1531-2) ~?年)は GaffarI や‘AbdI Begと同時代の年代記作家で，
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各人はカズウィーン宮廷で互いに見知っていた可能性が高いが (Takmilat，mu-

qaddimah， 12-13)， Hasan Rilmliiは世界史劫sanal-ta川崎(以下，A抑制でヒジ

ユラ暦での編年形式を徹底している O 彼はルームルーのニスパが示す通り，キ

ジルバーシュの一部族の出身であり，タフマースプにコルチとして仕え (cf.

A~san， 389)， 985 (1578)年までのサファヴィ一朝史である A与sanの第12巻をイ

スマーイール 2世に献呈した (Ahsan，10)。武官としての経歴を歩んだHasan

Rumluには，文書作成に必要なトルコ暦や天丈表の利用は無縁であっただろう。

タフマースプ時代にはもうひとつJawiihir al-a~biir (以下，Jawahir)という年

代記が書かれている O 著者の BudaqMun話1QazwlnIもまたムンシーのニスパを

持ち，主に財務官僚としてサファヴイ一朝宮廷に仕えた (Jawahir，187-191)。ム

ンシーの彼がトルコ暦を用いなかった理由をあえて探すとしたら， トルコ暦の

丈書作成への採用が強化された960年代後半から970年代(1560年代)にかけて

の彼のキャリアに求めることになろう o Budaq Mun訂は955年から 965年

(1548-9 -1557-8年)の問， Aqa KamalIのワジール兼監査官(ムマイヤズ)とし

てBistamに， 965年から973年(1557-8-1565-6年)まではTarsizとSabzawarの

ハーキムのワジール兼ワキールとして勤務し，宮廷からは離れていた。 973年

から979年(1565-6-1571-2年)まではほぼ無職で， 980 (1572-3)年前後の数年

をカズウィーンの会計官(J:!isab-imal wa maJ:!~ül wa barij-i Qazwln)として務めてい

たにすぎない倒。 68歳で・Jawiihirを執筆終了した984(1576-7)年には 2年前

から再び無職になっていた (Jawahir，190)。

アッパース 1世時代以降の年代記作家にもトルコ暦を使用していない者たち

がいる。 Nuqiiwatal-iijarの作者Maちmudb. Hidayat Allah Afusta'I Na!anzI (938 

(1531-2) -?年)については，Nuqiiwatに散見される情報以外，詳細な履歴は

わからない。彼の父はパフラーム・ミールザーの愛顧を受けていたが

(N叫 awat，6)，本人と宮廷との関わりを示す史料はない。 McChesneyによれば，

NatanzIはアツノtースの宮廷に雇われていたが，アッパースへの反感が龍った

同 BudaqMun訂は自身の履歴を著作で詳細に述べているが，不一致が多い。刊本校
訂者のBahram-nizadは序文でこれを正して整理しているので，年代についてはこ
ちらを主に参照した。
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記述が原因で後代の歴史家には引用されなかったという (McChesney(1983)， 

105; Quinn (2000)， 20) 0 Nuqiiwatは凝った丈体の物語的叙述で， 日付の記載は限

られている。また，ムハンマド・フダーパン夕、妃暗殺やノウルーズの宮廷行事

についての記述がないことなど，宮廷との接触は限られていたように推察され

るo 985 (1577)年のムハンマド・フダーパンダ即位時のカズウィーン入城の

日付には， ヒジュラ暦の年月日のみでなく，ベルシア風の月日(ジャラーリー

暦Urdlbihi話t月1口)まで記録していて不自然だが (N叫 awat，64)，当時のトルコ

暦使用の高まりを示唆しているともいえよう O

Rauzatαl手afawt:yahの著者MlrzaI:Iasan Beg JunabadIも，本人についてはニ

スパからホラーサーン地方のJunabad出身であろうということくらいしかわか

らない判。

タフマースプ時代後半からトルコ暦に基づく編年形式の定着に貢献したサフ

ァヴィ一朝年代記作家たちは，宮廷で主に丈書行政に関わるムンシー出身者た

ちで(3~ その暦法に関する知識を歴史叙述にも利用した。また，天丈学者自身

が年代記を書く例もあった。これらの年代記はシャーの命を受けて執筆された

り，王族に献呈されたもので，サファヴイー王家の権威を人々に知らしめる，

いわば正史としての性格を持っていたといえよう倒。

同サフイー 1世時代には，Zubdat al-tawãrf~ という世界史も書かれている。著者

Mulla Kamal b. Jalal al-DIn Munajjim YazdIはTAの著者MunajjimYazdIの息、子で，父

と同様に天文学を修め，サフィー 1世時代に Munajjim-ba訂となった (Mossadegh，

127)。今回確認した BM写本はノウルーズの記述は散見されるが，日付はヒジュ

ラ暦のみで記録されていた。 BM写本は他の作品との合本にされた，ごく一部のみ

の写本なので，別写本 (RoyalAsiatic Society， Morley， 43)がトルコ暦を使用して

いる可能性は再定できない。

間 アッパース 2世時代のHuld-ibarfnの著者MuhammadYusuf Walih IsfahanIも財

務庁でキャリアをスタートし (Ifuld，muqaddimah， 26)，兄弟の MuhammadTahir 
Wahld QazwlnIも，アッパース 1世時代に文書庁の業務の一部を引き受けるかたち

で創設された，御前における文書の記録官 (majlis-nivIsもしくは waqa'i‘-nigarI(二

waqI'-nivIs)， cf. TM， 52-53， 197-198)の職に就いていたという (AN (号adiq版)， 
pISguftar， 35-36)。
同 サフィー 1世時代の写itl向。tal-siyarの作者Mu与叩unadMa'~üm は，路舵舎の会
計 (aきrafーはuturban)や!厩舎の会計 (asraf-itawIlah)など，宵廷内での職位は高く

なかったが，サフィー 1世のために詩を選定する役目を負い，シャーとの個人的な

結び、つきが強かった(写5，311-312)。
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おわりに

サファヴィ一朝では西暦16世紀後半に暦法改革の試みや丈書行政における中

央集権化政策が行われ，年代記におけるトルコ暦の導入はこれと深く関わって

いた。集中して改革が実行されたムガル朝とは異なり，サフアヴイ一朝では在

来の暦が変更を加えられながらヒジュラ暦に優先する暦として重用され，同時

に宮廷行事としてのノウルーズの役割が重視されていった。これらの諸改革に

丈官として携わり，公的な記録として正当化する役割を担っていたのが，ムン

シー出身の年代記作家たちだ、った。

サファヴィー朝でトルコ暦が採用されるまでには，かつての旧モンゴル帝国

領における十二支の使用の継続があったであろうことは言うに及ばないが，テ

イムール朝の歴史叙述や丈書における十二支の使用に関する研究は，いまだ行

われていないのが現状である O サファヴィー朝の歴史叙述がティムール朝の歴

史叙述の伝統を受け継いでいるという側面を考えても，今後テイムール朝を結

節点とする十二支使用の連続性の解明が望まれよう O

本研究は，独立行政法人日本学術振興会の「アジア・アフリカ学術基盤形成事業」

の助成を得た。
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that some people who only saw it as a method of speculation participated although

the aim of the method had been to aid people in poverty, and thus it did not ex­

hibit the elements of a development project conducted on a national scale.

Even though it is certainly true that the H6ng Du'c banks ultimately made a

great contribution to the development project, the development of rice fields here

can be classified as of type (3). And despite this, the frequent acts of submitting

reports from local officials, deliberations of the central government, the issuance

of imperial decrees, surveys of villages by provincial authorities for the develop­

ment of a single village can be seen as abuses brought about by the over concen­

tration of power in the central government.

SAFAVID CHRONICLES AND THE INTRODUCTION

OF THE TURKISH CALENDAR

GOTO Yukako

In Islamic historical writing the canonical Hijra calendar was ordinarily used to

date historical events. In the area where Persian was the main written language of

the inhabitants, historians began to write in Persian, but the Hijra calendar re­

mained in use. After the Mongol invasion, the cyclical Chinese-Uighur calendar, in

which the years were represented by a series of twelve animals, was introduced

and used in parallel with the Hijra calendar in Persian historical writing and in dat­

ing the issuance of fiirmiins (royal decrees).

After the fall of the Il-Khanid dynasty in the first half of the 14th century, the

use of the solar animal calendar in Persian historiography became rare, even

though it was still in use in administrative affairs. The Safavid dynasty, which had

taken control of Persia in 1501, revived the use of the animal calendar, in the form

of the Turkish calendar, siil-i turkz. A special characteristic of this calendar is the

conformity of New Year's Day with nauruz (New Year's Day) of Persian origin.

Then in the later reign of Shah Tal).masb I and that of Shah Sultan Mul).ammad

lJudabandah, most of the farmiins that were issued between the late 960's (the

early 1560's) and the late 990's (the late 1580's) had a corresponding animal­

designated year in addition to a Hijra date. This period corresponds to the period

when the Turkish calendar was given precedence over the Hijra dates in the Safa­

vid chronicles, and both calendars were used in tandem. In the reign of 'Abbas I,
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dates based on the coronation of the shahs were added to supplement the dates

from the Turkish and Hijra calendars. These chronicles were written by munszs

(secretaries) who were in charge of drawing up farmans with animal-designated

years.

From this period onward the nauruz festival began to be celebrated in the

Chihil-Sutun palace in the capital Qazwln and was established as an important

ceremony of the royal court. The Safavids had struggled up to this point to escape

the influence of the Qizilbas tribes and construct a centralized government. The

introduction of the Turkish calendar and the nauruz festival are aspects of a policy

that sought to establish a strong Safavid kingship.
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